
37 農業経営者 2021 年 9 月号

日
本
三
大
銘
茶
「
川
根
茶
」
の
産
地
、

静
岡
県
川
根
本
町
は
南
ア
ル
プ
ス
光て
か
り岳

の
南
に
位
置
し
、“
天
空
の
茶
産
地
”
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
霧
が
深
く
、
昼
夜
の

温
度
差
が
あ
る
た
め
、
良
質
な
お
茶
が

育
つ
。
地
域
は
山
の
緑
に
溢
れ
、
茶
畑

は
2
番
茶
の
収
穫
が
始
ま
っ
て
い
た

（
7
月
初
め
）。

川
根
の
あ
と
、
菊
川
市
（
倉
沢
）、

掛
川
市
（
東
山
）、
牧
之
原
台
地
と
、
日

本
一
を
謳
う
静
岡
茶
の
有
名
産
地
を
巡

っ
た
。
８
０
０
年
続
く
「
茶ち
ゃ
ぐ
さ
ば

草
場
農
法
」

を
実
践
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
が
、
現

代
の
茶
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
葛
藤
の
中
で
農

法
と
し
て
生
き
残
れ
る
か
、
そ
の
未
来

を
探
っ
た
。

静
岡
に
茶
を
も
た
ら
し
た
の
は
鎌
倉

時
代
の
名
僧
、
聖
一
国
師
と
い
わ
れ
る
。

仏
教
を
学
ぶ
た
め
１
２
３
５
年
に
宋（
中

国
）
へ
渡
り
、
帰
国
に
際
し
茶
の
種
を

持
ち
帰
り
、
安
倍
川
沿
い
に
播
い
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
、
駿
河
は
茶

処
と
し
て
広
く
全
国
に
知
ら
れ
て
い
た
。

明
治
期
、
茶
輸
出
の
拠
点
と
な
る
牧
之

原
台
地
の
開
墾
も
、
静
岡
茶
が
日
本
一

と
な
っ
た
大
き
な
要
素
で
あ
る
。

世
界
農
業
遺
産
認
定

静
岡
の
茶
の
歴
史
は
長
い
。
独
特
な

農
法
が
今
日
ま
で
残
っ
て
い
る
。
茶
園

の
畝
間
に
ス
ス
キ
な
ど
山
草
を
刈
敷
き

す
る
伝
統
的
農
法
「
茶
草
場
農
法
」
だ
。

こ
の
茶
草
に
よ
っ
て
、
茶
の
味
や
香
り

が
良
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

農
法
は
、
高
品
質
な
お
茶
を
生
産
し
よ

う
と
す
る
農
家
の
努
力
に
よ
り
、
今
日

ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
。

毎
年
秋
に
草
刈
り
を
行
な
う
こ
と
に

よ
っ
て
地
面
ま
で
日
が
当
た
る
の
で
、

生
存
競
争
に
弱
い
動
植
物
も
生
息
で
き

て
い
る
。
希
少
種
を
含
む
多
く
の
動
植

物
が
生
息
し
、
生
物
多
様
性
の
宝
庫
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
農
業
と
生

物
多
様
性
の
両
立
が
評
価
さ
れ
、
国
連

食
糧
農
業
機
構
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
か
ら
「
世

界
農
業
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
た
（
２
０

１
３
年
）。

シ
ス
テ
ム
名
は
「
静
岡
の
茶
草
場
農

法
」。
認
定
地
域
は
掛
川
市
、
菊
川
市
、

島
田
市
、
牧
之
原
市
、
川
根
本
町
の
４

市
１
町
で
あ
る
（
表
１
参
照
）。

茶
草
場
は
生
物
多
様
性
の
宝
庫
で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
も
大
き
い
。
し
か
し
、
お
茶
が
高
く
売
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
手
間
暇
か
か
る
農
法
で
あ
り
、
茶
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
葛
藤
の
中
で
生
き
残
れ
る
か
。
輸
出
市
場
が
大

き
く
な
れ
ば
、
品
質
で
は
な
く
発
売
時
期
の
早
さ
で
決
ま
る
お
茶
の
価
格
形
成
も
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。

世
界
の
風
が
茶
産
地
を
変
え
る
か    

美
味
し
い
を
売
る
か
機
能
性
か

叶  芳和

静
岡
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写真1：川根茶の産地（川根本町）
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茶
草
場
農
法
は
、
生
態
系
の
保
全
に

は
寄
与
し
て
い
る
が
、
お
茶
が
高
く
売

れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
わ
れ
る
（
必

ず
し
も
正
し
く
は
な
い
）。
手
間
暇
が
か

か
る
茶
草
場
農
法
は
、
茶
ビ
ジ
ネ
ス
の

経
済
合
理
性
に
立
ち
向
か
え
る
で
あ
ろ

う
か
。

天
空
の
茶
産
地「
川
根
」

川
根
本
町
の
「
つ
ち
や
農
園
」（
土
屋

鉄
郎
さ
ん
、
82
歳
）
を
訪
ね
た
。
南
ア

ル
プ
ス
の
南
、
標
高
６
０
０
ｍ
に
あ
る
。

田
野
口
駅
を
降
り
、
両
脇
に
立
派
な
杉

の
木
が
伸
び
る
山
道
を
く
ね
く
ね
と
登

る
。
駅
が
標
高
２
０
０
ｍ
な
の
で
４
０

０
ｍ
の
標
高
差
だ
。
茶
草
場
農
法
の
実

践
者
で
は
一
番
標
高
が
高
い
。「
天
空
の

茶
園
」
で
お
茶
を
作
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

こ
こ「
お
ろ
く
ぼ
集
落
」の
住
民
は
9
戸
。

茶
農
家
は
減
り
、
今
年
か
ら
は
土
屋
さ

ん
だ
け
に
な
っ
た
。

こ
の
地
域
は
、昔
は
林
業
で
栄
え
（
昭

和
の
時
代
ま
で
）、
農
業
は
一
部
で
あ
っ

た
。
お
茶
は
戦
後
で
あ
る
。
製
茶
の
機

械
を
買
う
と
き
も
、
山
を
売
っ
て
カ
ネ

を
工
面
し
た
。
茶
草
場
農
法
は
い
つ
ご

ろ
か
ら
始
ま
っ
た
か
質
問
し
た
。

土
屋
さ
ん
「
百
姓
開か
い
び
ゃ
く闢

か
ら
で
す
。

昔
は
ど
の
農
家
も
茶
草
場
農
法
で
し

た
。
山
を
売
る
と
（
伐
採
）、
数
年
間

は
草
が
生
え
る
。
肥
料
を
背
負
っ
て
山

道
を
登
る
の
は
大
変
な
の
で
（
徒
歩
約

2
時
間
）、“
草
”
を
堆
肥
に
す
る
農
法

で
す
。
林
業
が
悪
く
な
っ
て
く
る
と
、

山
林
の
伐
採
が
な
く
な
り
、
草
も
生
え

な
く
な
る
。
ま
た
、
出
稼
ぎ
の
方
が
カ

ネ
に
な
る
の
で
、
茶
草
場
も
な
く
な
っ

た
」。
つ
ま
り
、「
茶
草
場
農
法
」
と
い

う
言
葉
が
生
ま
れ
る
は
る
か
以
前
か
ら

「
草
農
法
」
だ
っ
た
わ
け
だ
。
土
屋
さ
ん

に
よ
る
と
、
茶
草
場
農
法
も
林
業
あ
っ

て
の
も
の
。

ま
た
、
動
物
が
変
わ
っ
て
き
た
と
い

う
。
昔
は
イ
ノ
シ
シ
、野
ウ
サ
ギ
、リ
ス
、

タ
ヌ
キ
が
い
た
が
、
草
場
が
な
く
な
っ

た
今
は
、鹿
や
猿
が
来
る
。こ
れ
ら
は“
平

成
の
動
物
”
だ
。
川
に
は
ウ
ナ
ギ
が
い

な
く
な
っ
た
。
イ
ワ
ナ
も
い
な
い
。
広

葉
樹
が
な
く
な
り
沢
虫
が
い
な
く
な
っ

た
か
ら
だ
。
林
業
が
な
く
な
っ
て
か
ら

自
然
、
生
態
系
が
変
わ
っ
た
。

現
在
、
川
根
本
町
の
茶
農
家
は
２
０

０
戸
あ
る
。
茶
草
場
農
法
は
数
名
に
過

ぎ
な
い
。
ジ
ィ
ち
ゃ
ん
が
い
る
２
世
代

農
家
が
、
草
を
刈
っ
て
き
て
、
茶
草
場

農
法
を
や
っ
て
い
る
。

美
味
し
い
お
茶
の
秘
訣

つ
ち
や
農
園
の
茶
園
規
模
は
１
・
８

ha
。
こ
の
地
域
で
は
大
き
い
方
だ
。
所

有
地
は
1
ha
で
、
残
り
は
高
齢
農
家
か

ら
の
借
地
で
あ
る
。
収
穫
は
一
番
茶
の

み
、
生
葉
の
生
産
量
は
１
０
０
０
㎏
。

販
売
は
す
べ
て
通
販
で
、
手
摘
み
茶
は

１
０
０
ｇ
当
た
り
３
０
０
０
円
も
す
る

（
こ
れ
が
全
体
の
２
割
）。
１
０
０
０
～

１
５
０
０
円
が
一
番
多
い
が
、
最
安
価

格
は
６
０
０
円
で
あ
る
。
す
べ
て
煎
茶

だ
が
、
か
な
り
の
高
価
格
で
あ
る
。
栽

培
品
種
は
一
番
美
味
し
い
と
い
わ
れ
る

「
や
ぶ
き
た
」
が
８
割
を
占
め
る
。

以
前
は
地
元
の
茶
商
や
農
協
向
け
の

荒
茶
が
主
で
、
手
摘
み
の
２
割
が
品
評

会
向
け
等
小
売
り
で
あ
っ
た
が
、
10
年

前
、
流
通
過
程
で
の
競
争
の
波
を
避
け

る
べ
く
、
す
べ
て
通
販
小
売
り
に
変
え

た
。
こ
れ
は
土
屋
さ
ん
を
補
佐
し
て
い

る
娘
・
裕
子
さ
ん
の
仕
事
で
あ
る
。
市

場
向
け
に
出
荷
し
て
い
た
ら
、
価
格
は

３
分
の
１
に
な
る
と
い
う
。

川
根
茶
は
品
質
も
価
格
も
高
い
。
表

２
に
示
す
よ
う
に
、
県
内
各
産
地
の
荒

茶
１
㎏
当
た
り
１
３
０
０
円
く
ら
い
に

対
し
、
川
根
本
町
の
荒
茶
は
２
４
０
０

円
。
そ
の
こ
ろ
、
土
屋
さ
ん
の
荒
茶
は

３
０
０
０
～
４
０
０
０
円
し
た
。

美
味
し
い
お
茶
を
作
る
秘
訣
は
何

か
。
土
屋
さ
ん
「
新
潟
産
の
お
米
と
同

じ
よ
う
に
、
お
茶
も
寒
冷
で
昼
夜
の
寒

暖
差
が
大
き
い
所
が
美
味
し
い
。
香
り

と
コ
ク
も
あ
る
。
温
室
産
は
美
味
し
く

な
い
。
露
地
栽
培
の
方
が
香
り
も
高
い
」

「
微
気
象
の
影
響
で
、
川
根
は
特
有
な

も
の
が
あ
る
。
土
壌
も
違
う
」。

朝
、
こ
こ
と
麓
は
気
温
が
５
～
７
℃

も
違
う
。
ま
た
、
山
あ
い
の
地
で
湿
度

も
高
い
。
霧
も
出
る
。
お
茶
の
樹
が
好

き
な
環
境
で
あ
る
。
標
高
６
０
０
ｍ
の

テ
ロ
ワ
ー
ル
（
土
壌
や
気
象
な
ど
の
自

然
条
件
）
の
賜
物
は
大
き
い
。

「
肥
料
は
有
機
質
中
心
、
茶
草
場
と
魚

粉
で
す
」。
旧
暦
（
陰
暦
）
に
も
言
及
、

満
月
の
あ
と
、
樹
が
養
分
を
吸
い
上
げ

る
時
期
に
収
穫
す
る
の
が
一
番
美
味
し

茶園
総面積

茶草場農法実践者
（2021年2月現在）

ha
(2019年)

茶園面積
(10a)

茶草場
(10a)

認定
者数

農家
戸数

掛川市 2,360 5,388 2,422 32 193
菊川市 1,700 2,912 853 23 173
島田市 2,380 1,292 378 13 46
牧之原市 2,610 840 146 11 19
川根本町 590 39 10 3 3
　計 9,640 10,471 3,810 82 434
静岡県計 19,200 … 　　… 　… 　…

表1：静岡の茶草場農法の現状（産地別）
出所：静岡県茶業の現状
（令和３年３月発行）。世
界農業遺産「静岡の茶
草場農法」実践者認定
委員会（令和３年２月25
日時点）。
注：茶草場農法自体は県
内各地で実践されている
が、認定5市町以外の統
計はない。また、茶草場
農法を実践していても、
認定されていない農家もあ
る。
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い
と
の
話
も
あ
っ
た
。

裕
子
さ
ん
が
付
け
加
え
る
。「
父
が

い
つ
も
言
っ
て
い
る
こ
と
が
も
う
一
つ

あ
り
ま
す
。
人
一
倍
、
畑
を
見
に
行
く
。

虫
の
状
況
や
肥
料
の
効
き
具
合
を
見
る

た
め
で
す
。
つ
い
で
に
草
も
取
る
」。

ワ
イ
ン
の
美
味
し
さ
は
ブ
ド
ウ
で
８

割
が
決
ま
る
と
い
わ
れ
る
。
お
茶
も
蒸

し
・
揉
み
の
製
茶
工
程
が
美
味
し
さ
に

影
響
す
る
が
、
生
葉
で
何
割
が
決
ま
る

の
か
。
土
屋
さ
ん
「
生
葉
以
上
の
茶
は

で
き
な
い
！
」（
ワ
イ
ン
の
世
界
と
全
く

同
じ
だ
）。
品
質
の
い
い
生
葉
を
作
る
こ

と
が
何
よ
り
も
重
要
と
い
う
。

茶
草
場
農
法
の
効
果

つ
ち
や
農
園
は
茶
草
場
農
法
を
実
践

し
て
い
る
。
茶
園
１
・
８
ha
に
対
し
、

茶
草
場
が
０
・
９
ha
（
三
葉
シ
ー
ル
認

定
）。
し
か
し
、
茶
草
場
農
法
は
茶
の

販
売
価
格
に
は
影
響
し
な
い
と
い
う
通

説
が
あ
る
。
そ
れ
な
ら
、
な
ぜ
草
刈
り

や
運
搬
な
ど
労
働
を
要
す
る
茶
草
場
農

法
を
採
用
す
る
の
か
。

土
屋
さ
ん
は
茶
草
場
の
効
果
を
次
の

よ
う
に
挙
げ
る
。
ス
ス
キ
や
カ
ヤ
を
茶

園
の
畝
間
に
敷
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
堆

肥
に
な
る
。
肥
料
や
土
壌
の
流
亡
を
防

ぐ
。
冬
場
は
保
温
効
果
が
あ
る
。
雑
草

を
防
ぐ
。
山
の
草
を
刈
っ
て
き
て
入
れ

る
の
で
、
ウ
ン
カ
や
ハ
マ
キ
な
ど
茶
畑

の
虫
を
食
べ
る
（
天
敵
）。
つ
ま
り
、
農

薬
や
除
草
剤
を
買
わ
な
く
て
済
む
。
茶

草
場
農
法
の
労
働
の
成
果
は
価
格
面
に

は
表
れ
な
い
が
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
効
果

を
持
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

茶
園
へ
の
草
入
れ
は
11
月
に
始
め
、

冬
の
間
は
保
温
効
果
を
持
ち
、
腐
食
分

解
は
翌
年
６
月
ご
ろ
か
ら
始
ま
る
。

世
界
農
業
遺
産
認
定
の
意
義
は
何
か

聞
い
た
。
裕
子
さ
ん
は
お
茶
を
売
る
と

き
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
役
立
つ
と
い

う
。
価
格
を
上
げ
る
効
果
は
な
い
が
、

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
、
質
の
高
い
も
の
を

求
め
る
お
客
さ
ん
に
は
い
い
セ
ー
ル
ス

ト
ー
ク
に
な
る
よ
う
だ
。

茶
草
場
農
法
の
実
践
者
認
定
制
度

で
、
茶
園
面
積
に
対
し
て
茶
草
場
の
面

積
が
50
％
以
上
の
実
践
者
に
は
三
葉
シ

ー
ル
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
お
茶

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

裕
子
さ
ん
「
三
葉
シ
ー
ル
を
認
定
さ
れ

る
と
、
い
い
こ
と
を
し
て
い
る
感
が
あ

る
。
こ
こ
で
作
っ
て
い
る
こ
と
の
価
値

を
高
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
三

葉
マ
ー
ク
を
維
持
し
た
い
」
と
語
る
。

土
屋
さ
ん
は
全
国
茶
品
評
会
優
勝
、

駿
河
路
や
花
橘
も
茶
の
匂
ひ

（
松
尾
芭
蕉
）

元
禄
７
年
（
１
６
９
４
年
）、
江
戸
か

ら
東
海
道
を
西
に
向
か
う
芭
蕉
が
大
井

川
の
川
留
め
に
あ
い
、
島
田
宿
で
詠
ん

だ
句
で
あ
る
。
香
り
高
い
橘
の
花
で
さ

え
、
お
茶
の
匂
い
に
か
な
わ
な
い
と
い

う
内
容
か
ら
、
当
時
、
既
に
駿
河
路
が

茶
処
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

駿
河
・
遠
州
地
方
は
、
古
く
か
ら
日

本
を
代
表
す
る
茶
産
地
で
あ
る
が
、
新

し
い
時
代
の
息
吹
を
感
じ
さ
せ
る
土
地

で
も
あ
る
。

深
蒸
し
茶
発
祥
の
地

「
日
本
一
の
大
茶
園
」
牧
之
原
台
地
の

一
画
を
占
め
る
菊
川
市
は
、「
深
蒸
し
茶
」

の
発
祥
の
地
で
あ
る
（
１
９
５
０
年
代

に
開
発
さ
れ
た
製
法
）。

農
林
水
産
大
臣
賞
を
何
度
も
受
賞
し
て

い
る
。
今
年
度
は
「
静
岡
の
茶
草
場
農

法
知
事
顕
彰
」
を
受
け
た
。
受
賞
は
枚

挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
裕
子
さ
ん
は
賞

を
受
賞
す
る
こ
と
は
、お
客
さ
ん
に
「
信

頼
」
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
。

つ
ち
や
農
園
は
、
輸
出
も
し
て
い
る
。

ス
イ
ス
に
50
㎏
、
カ
ナ
ダ
に
５
㎏
。

明
治
期
、
茶
輸
出
の
拠
点
で
あ
っ
た

牧
之
原
台
地
は
、
現
在
、
大
規
模
な
茶

園
と
し
て
発
展
し
て
い
る
。
菊
川
市
の

茶
葉
は
、
気
象
条
件
に
よ
り
葉
肉
が
厚

く
、
そ
の
ま
ま
だ
と
味
が
い
ま
い
ち
の

よ
う
だ
。
そ
こ
で
、
普
通
煎
茶
の
２
～

３
倍
の
蒸
気
を
あ
て
る
こ
と
で
、
独
特

の
香
り
と
濃
ゆ
い
甘
み
を
出
す
、
よ
り

ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
に
生
成
し
て
い
る

（
蒸
し
時
間
：
菊
川
１
０
０
～
１
５
０

秒
、
掛
川
１
０
０
～
１
２
０
秒
、
川
根

50
～
１
０
０
秒
、
天
竜
40
～
80
秒
）。

菊
川
市
は
年
間
日
照
時
間
が
長
い

（
菊
川
２
１
２
２
時
間
、
山
あ
い
の
川
根

１
７
９
４
時
間
）。
そ
の
た
め
、
カ
テ
キ

ン
成
分
が
多
く
（
苦
み
が
多
く
な
る
）、

こ
れ
を
緩
和
す
る
た
め
に
編
み
出
し
た

の
が「
深
蒸
し
茶
」で
あ
る
。
菊
川
茶
は
、

深
蒸
し
に
よ
る
深
い
味
わ
い
と
カ
テ
キ

ン
成
分
が
多
い
と
い
う
二
つ
の
特
徴
を

か
す
か
な
リ
バ
イ
バ
ル
の
動
き

2

荒茶生産量
（ｔ）

茶産出額
（億円）

平均単価
（円/㎏）

静岡市 4,257 86 2,012
島田市 5,937 81 1,364
牧之原市 6,430 86 1,351
川根本町 711 18 2,485
掛川市 6,080 81 1,332
菊川市 4,510 63 1,397
袋井市 1,770 27 1,507
静岡県 41,333 603 1,459

表2：静岡県内産地別の荒茶価格

資料：静岡県お茶振興課『静岡県茶業の現状』平成30年3
月発行（数値は05～ 07年平均）。
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持
つ
茶
と
い
え
よ
う
。

茶
草
場
か
ら
、ま
た
棚
田
へ

菊
川
市
で
は
、
茶
草
場
農
法
と
の
関

係
で
、
消
え
ゆ
く
棚
田
の
復
活
の
動
き

が
あ
っ
た
。

菊
川
市
倉
沢
の
「
倉
沢
園
」（
堀
延

弘
さ
ん
、64
歳
）を
訪
ね
た
。
戦
国
時
代
、

武
田
勝
頼
の
落
ち
人
と
し
て
こ
こ
に
定

着
し
て
以
来
、
18
代
目
で
あ
る
。
お
茶

の
栽
培
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

堀
さ
ん
も
、
今
年
度
「
静
岡
の
茶
草
場

農
法
知
事
顕
彰
」
を
受
け
た
茶
草
場
農

法
の
実
践
者
で
あ
る
（
三
葉
シ
ー
ル
認

定
）。現

在
、茶
園
２・６
ha
（
う
ち
所
有
１・

８
ha
）
を
経
営
。
借
地
は
ほ
と
ん
ど
無

料
で
あ
る
（
牧
之
原
台
地
の
相
場
は
10

ａ
当
た
り
５
千
～
１
万
円
）。
茶
草
場
も

借
地
を
含
め
て
１
・
５
ha
超
あ
る
。
堀

さ
ん
が
若
い
こ
ろ
は
、
入
会
地
の
茶
草

場
は
入
札
で
争
っ
て
い
た
。
茶
草
を
入

れ
る
と
夏
の
日
照
り
に
強
く
、
収
量
も

増
え
る
よ
う
だ
。

茶
草
を
入
れ
た
畑
は
「
明
ら
か
に
良

い
畑
」。
見
て
わ
か
る
と
い
う
。
そ
こ
で

大
切
に
作
ら
れ
た
お
茶
は
、
製
茶
の
と

き
に
香
り
が
違
い
、
地
元
で
は
「
山や
ま
が側

の
香
り
が
す
る
」
と
言
う
よ
う
だ
。
お

父
さ
ん
は
「
茶
草
を
入
れ
な
い
と
い
い

畑
に
は
な
ら
ん
」
と
、
つ
ね
づ
ね
言
っ

て
い
た
と
い
う
。

販
売
は
通
販
が
多
い
が
、
２
割
は
問

屋
に
出
荷
す
る
（
荒
茶
）。
小
売
価
格

は
１
０
０
ｇ
１
０
０
０
円
、
２
０
０
０

円
で
あ
る
。
初
物
の
一
部
だ
け
問
屋
に

荒
茶
で
売
っ
て
い
る
が
、
地
域
の
荒
茶

価
格
よ
り
３
割
く
ら
い
高
い
よ
う
だ（
２

５
０
０
円
）。
茶
園
２
・
６
ha
で
、
生
葉

13
～
14
ｔ
生
産
す
る
（
手
摘
み
な
し
）。

10
ａ
当
た
り
収
量
は
５
０
０
㎏
。
品
種

は
や
ぶ
き
た
が
9
割
。

茶
草
場
の
作
業
は
、
11
月
か
ら
始
ま

り
、
３
カ
月
か
か
る
。
茶
の
作
業
で
一

番
労
働
時
間
が
長
い
。
家
族
経
営
で
、

労
働
力
は
1
人
で
あ
る
た
め
大
変
ら
し

い
（
茶
草
投
入
は
、
秋
か
ら
春
ま
で
の

栽
培
管
理
全
体
の
労
働
時
間
の
約
６
割

を
占
め
る
）。

１
９
７
０
年
代
後
半
、
茶
草
場
を
増

や
し
た
。
幼
木
園
を
守
る
た
め
だ
。
幼

木
で
な
く
て
も
、
冬
は
保
温
（
一
番
茶

の
芽
の
出
が
早
い
）、
夏
は
保
湿
（
枯
れ

な
い
）
の
効
果
が
あ
る
。
茶
草
場
を
増

や
し
た
た
め
、
棚
田
は
な
く
な
っ
た
。

コ
メ
を
作
る
よ
り
、
茶
を
作
っ
た
方
が

よ
か
っ
た
か
ら
だ
。
地
域
で
は
、
１
９

６
０
年
代
に
は
３
０
０
０
枚
の
田
ん
ぼ

が
広
が
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
10
年

で
激
減
し
た
よ
う
だ
。

し
か
し
、
い
ま
、
茶
農
家
の
離
農
や

茶
草
場
を
や
め
る
人
が
い
て
、
以
前
、

棚
田
を
茶
草
場
に
転
換
し
た
場
所
が
耕

作
放
棄
地
に
な
っ
た
の
で
、
千
枚
田
の

棚
田
を
復
活
さ
せ
て
い
る
（
千
せ
ん
が
ま
ち框

棚

田
）。
現
在
、
棚
田
10

ha
の
う
ち
３
割

を
復
活
さ
せ
た
。
１
９
９
５
年
に
地
元

の
有
志
で
「
千
枚
田
を
考
え
る
会
」
の

活
動
を
始
め
、
２
０
１
０
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
せ
ん
が
ま
ち
棚
田
倶
楽
部
」
を

設
立
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
力
を
合

わ
せ
、
棚
田
の
美
し
い
景
観
と
生
態
系

を
守
っ
て
い
る
。

堀
さ
ん
は
、
自
分
の
田
ん
ぼ
も
茶
草

場
に
変
え
た
人
で
あ
る
。
し
か
し
現
在

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務
局
長
と
し
て
先
頭

に
立
っ
て
い
る
。「
罪
滅
ぼ
し
で
す
ね
」

と
筆
者
が
冗
談
を
言
う
と
、
そ
う
で
す

と
肯
定
し
て
い
た
。

棚
田
が
復
活
し
、
素
晴
ら
し
い
生
態

系
が
復
活
、
生
き
物
が
増
え
て
き
た
。

ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル
は
、
夏
は
茶
草
場

で
生
活
し
、
冬
、
草
を
刈
る
と
棚
田
に

移
動
し
産
卵
し
て
い
た
が
、
棚
田
が
な

く
な
っ
て
産
卵
が
で
き
な
く
な
り
、
絶

滅
危
惧
種
Ⅱ
類
に
な
っ
て
い
た
。
棚
田

の
復
活
で
、
棚
田
と
茶
草
場
を
行
き
来

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ

エ
ル
も
助
か
っ
た
。
里
山
の
生
態
系
が

復
活
し
た
わ
け
だ
。

世
界
農
業
遺
産
認
定
の
効
果
を
お
尋

ね
し
た
。堀
さ
ん「
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。

販
売
の
と
き
、
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
」。
お
使
い
物
に
す
る
の
で
「
シ

ー
ル
貼
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。
世
界
遺
産
認
定

の
お
陰
で
、
お
客
さ
ん
が
増
え
た
と
い

う
。
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
ツ
ア
ー
客
も
来
る

よ
う
だ
。

茶
草
場
非
実
践
者
の
動
き

大
規
模
経
営
型
の
牧
之
原
台
地
は
茶

草
場
農
法
で
な
い
生
産
者
が
多
い
。
中

堅
規
模
の「
美
緑
園
」（
土
井
宏
道
さ
ん
、

43
歳
）を
訪
ね
た
。
自
園
11

ha
、買
茶（
生

葉
）
10

ha
弱
、
計
20

ha
の
規
模
で
あ
る
。

荒
茶
生
産
量
は
年
間
70
～
80
ｔ
、
売
上

高
は
７
０
０
０
万
～
８
０
０
０
万
円
だ
。

規
模
が
大
き
い
た
め
、
茶
草
場
は
実
践

し
て
い
な
い
。

牧
之
原
台
地
で
も
、
か
っ
て
は
藁
や

草
を
投
入
し
て
い
た
が
、
１
９
８
０
年

代
以
降
、
化
学
肥
料
に
置
き
換
わ
っ
た
。

効
率
的
に
作
る
た
め
、
農
薬
も
使
い
始

め
る
。
経
済
が
優
先
さ
れ
た
わ
け
だ
。

そ
れ
で
、
お
茶
の
品
質
が
悪
く
な
っ
た

こ
と
は
な
い
。
価
格
評
価
も
変
わ
ら
な

い
。
茶
草
場
農
法
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

高
く
売
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
茶
草
場

は
お
茶
と
い
う
視
点
で
は
メ
リ
ッ
ト
は

な
く
収
益
に
つ
な
が
ら
な
い
。

美
緑
園
は
、
か
っ
て
耕
作
１
ha
の
こ

ろ
は
草
を
入
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
圃

場
面
積
が
広
く
な
る
と
、
敷
草
を
入
れ
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ら
れ
な
く
な
っ
た
。
共
同
工
場
を
買
い

取
っ
て
美
緑
園
を
設
立
（
２
０
０
７
年
）

し
た
こ
ろ
か
ら
、
有
機
物
を
入
れ
な
い

栽
培
体
系
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
土

の
状
態
・
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

美
緑
園
は
、
慣
行
栽
培
を
や
め
る
こ

と
は
な
い
と
言
い
つ
つ
、
有
機
栽
培
に

も
一
部
着
手
し
て
い
る
。
自
園
11
ha
の

う
ち
何
割
か
は
茶
草
が
入
れ
ら
れ
る

が
、
買
茶
10

ha
の
分
は
契
約
農
家
が
高

齢
化
し
て
い
る
の
で
草
を
入
れ
ろ
と
言

え
な
い
。

近
年
、
茶
業
界
に
お
い
て
も
、
持
続

可
能
な
企
業
活
動
に
関
心
が
寄
せ
ら

れ
、
輸
出
を
目
的
と
し
た
有
機
認
証
な

ど
、
国
際
認
証
の
取
得
が
推
進
さ
れ
て

い
る
よ
う
だ
。
た
だ
、
茶
草
場
農
法
は

草
を
確
保
す
る
畑
の
手
当
て
や
労
働
負

担
か
ら
、
今
後
取
り
組
む
農
家
が
増
え

る
と
は
考
え
に
く
い
。
一
部
地
域
で
の

取
り
組
み
と
し
て
残
っ
て
い
く
程
度
で

は
な
い
か
と
い
う
。

一
方
、
環
境
に
優
し
い
農
業
の
た
め
、

経
済
的
負
担
と
人
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
。
経
費
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
農
薬
・

肥
料
代
を
節
約
す
る
た
め
、
健
康
な
茶

樹
を
栽
培
す
る
こ
と
で
病
気
や
害
虫
に

強
い
樹
に
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
土

づ
く
り
が
重
要
で
、
堆
肥
や
有
機
資
材

を
使
い
た
い
。
ま
た
、
農
薬
に
よ
る
被

掛
川
市
東
山
の
茶
産
地
は
、
世
界
農

業
遺
産
「
静
岡
の
茶
草
場
農
法
」
認
定

の
出
発
地
点
で
あ
る
。
東
山
は
“
地
域

ぐ
る
み
”
で
茶
草
場
農
法
を
実
践
し
て

お
り
、
茶
の
品
質
が
高
く
、
荒
茶
価
格

も
ダ
ン
ト
ツ
に
高
い
。
南
ア
ル
プ
ス
端

っ
こ
の
裾
野
に
あ
り
、
山
が
ち
の
土
地

で
あ
る
。
茶
畑
の
標
高
２
０
０
～
２
５

０
ｍ
（
集
落
は
標
高
１
５
０
ｍ
）。
粟
ヶ

岳
の
斜
面
に
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
「
茶
文

爆
を
防
ぎ
、
人
的
負
担
を
軽
減
し
た
い
。

牧
之
原
台
地
の
中
堅
的
な
大
規
模
茶

園
に
も
、
か
す
か
な
変
化
の
兆
し
を
感

じ
た
。
経
済
を
追
求
す
る
立
場
で
あ
っ

て
も
、
肥
料
農
薬
の
節
約
、
輸
出
の
可

能
性
追
求
な
ど
か
ら
、
こ
の
50
年
の
経

済
効
率
第
一
主
義
の
限
界
が
顔
を
出
し

て
い
る
。

牧
之
原
は
日
本
茶
輸
出
の
拠
点

牧
之
原
台
地
は
５
０
０
０
ha
超
の
茶

園
が
広
が
り
、
日
本
の
全
茶
園
面
積
の

１
割
強
を
占
め
て
い
る
。
明
治
維
新
に

よ
っ
て
職
を
失
っ
た
徳
川
藩
士
た
ち
に

よ
っ
て
開
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
る
（
士

族
授
産
事
業
）。
こ
の
開
拓
に
は
勝
海

舟
ら
が
関
与
し
て
お
り
、
士
族
救
済
と

同
時
に
当
初
か
ら
茶
の
輸
出
産
地
を
目

指
し
て
い
た
よ
う
だ
。

明
治
２
年
（
１
８
６
９
年
）、
牧
之
原

台
地
の
荒
野
に
、
士
族
約
２
５
０
人
が

移
住
し
、
開
墾
を
始
め
た
。
さ
ら
に
明

治
３
年
、
大
井
川
の
川
越
制
度
が
廃
止

さ
れ
、
川
越
人
足
の
一
部
が
入
植
し
た
。

そ
の
後
、
開
拓
者
た
ち
の
茶
栽
培
に
取

り
組
む
様
子
を
目
に
し
た
地
元
農
民
た

ち
も
参
加
し
た
。

た
だ
し
、
士
族
の
入
植
者
は
脱
落
が

多
く
、
明
治
30
年
の
残
留
者
は
60
人
、

昭
和
５
年
に
は
16
人
に
減
っ
た
。
成
功

し
た
の
は
川
越
人
足
た
ち
で
、
定
着
率

字
」
が
見
え
る
。

東
山
に
「
㈱
茶
文
字
の
里

東
山
」（
田

中
鉄
男
代
表
）
を
訪
ね
た
。
こ
こ
は
今

年
度
「
静
岡
の
茶
草
場
農
法
知
事
顕
彰
」

を
団
体
で
受
け
た
。

同
社
は
、
東
山
集
落
の
茶
生
産
者
が

集
ま
っ
て
設
立
し
た
。
設
立
当
初
（
７

年
前
）
は
、
茶
農
家
が
85
戸
あ
っ
た
が
、

高
齢
者
が
リ
タ
イ
ア
し
て
、
現
在
は
60

戸
か
ら
成
る
。
全
体
の
茶
園
面
積
は
出

は
高
か
っ
た
。
離
脱
士
族
の
土
地
は
、

農
民
の
手
に
渡
っ
た
。

長
い
鎖
国
が
終
わ
り
開
国
に
転
じ
た

明
治
期
、
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
の

は
茶
と
生
糸
の
輸
出
で
得
た
外
貨
で
あ

る
が
、
各
港
別
に
製
茶
輸
出
額
を
見
る

と
、
明
治
44
年
は
横
浜
港
９
０
２
万
円
、

清
水
港
２
３
３
５
万
円
、
四
日
市
港
１

０
８
万
円
、
神
戸
港
５
６
３
万
円
と
、

牧
之
原
台
地
を
後
背
地
と
す
る
清
水
港

が
圧
倒
的
に
多
い
。
つ
ま
り
、
明
治
期
、

主
な
茶
の
輸
出
拠
点
は
静
岡
で
あ
っ
た

（
菊
川
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
資
料
よ
り
。
原

資
料
は
丸
尾
雄
彦
家
文
書
『
静
岡
県
再

製
茶
業
組
合
略
史
』）。

近
年
、
茶
の
輸
出
志
向
が
高
ま
っ
て

い
る
が
（
こ
の
５
年
間
で
輸
出
金
額
60

％
増
、
数
量
28
％
増
）、
明
治
の
茶
輸

出
の
拠
点
が
産
業
遺
産
と
し
て
菊
川
に

残
っ
て
い
る
。
輸
出
の
大
半
は
米
国
向

け
で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
補
給
が
目
的
だ
っ

た
よ
う
だ
。
当
時
、
輸
出
向
け
茶
の
ブ

レ
ン
ド
作
業
を
行
な
っ
て
い
た
工
場
が
、

「
菊
川
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
」
と
し
て
保
全
さ

れ
て
い
る
。

い
ま
、
国
内
の
茶
需
要
が
減
退
し
、

国
は
輸
出
戦
略
を
と
っ
て
い
る
が
、
明

治
の
日
本
を
支
え
た
茶
輸
出
の
証
拠
が

残
っ
て
い
る
の
は
心
強
い
。
赤
レ
ン
ガ

倉
庫
を
見
学
し
、
過
去
を
見
て
、
未
来

を
感
じ
た
。
明
治
期
の
太
平
洋
を
越
え

た
経
験
は
、
新
市
場
開
発
の
道
し
る
べ

に
な
ろ
う
。
破
壊
寸
前
の
工
場
跡
を
保

全
し
、
国
登
録
有
形
文
化
財
に
し
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
人
た
ち
の
予
見
力
と
熱
意
に
は

人
間
国
宝
の
感
じ
す
ら
あ
る
。

地
域
ぐ
る
み
の
茶
草
場
農
法

3
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作
を
含
め
て
２
０
０
ha
（
東
山
地
区
内

１
５
０
ha
）。
荒
茶
生
産
量
は
約
６
２
０

ｔ
で
あ
る
。
地
域
に
は
共
同
製
茶
工
場

が
４
つ
あ
り
、
各
工
場
ご
と
に
荒
茶
を

農
協
に
共
同
出
荷
し
て
い
る
。
茶
農
家

は
兼
業
が
多
い
が
、
東
山
は
大
半
が
専

業
だ
。

東
山
で
茶
草
場
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の

は
明
治
維
新
期
で
あ
る
。
草
は
貴
重
な

資
源
だ
っ
た
の
で
、
隣
と
の
境
争
い
も

あ
っ
た
よ
う
だ
（
田
ん
ぼ
の
水
争
い
と

同
じ
）。
草
場
は
刈
り
過
ぎ
る
と
す
ぐ

判
る
の
で
、
隣
の
分
は
束
に
し
て
残
し

て
お
い
た
よ
う
だ
。

世
界
農
業
遺
産
の
出
発
地
点

掛
川
市
は
自
然
環
境
保
全
に
熱
心
な

地
域
で
あ
る
。
条
例
を
制
定
し
、
東
山

地
区
に
生
息
す
る
希
少
動
植
物
の
保
護

に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
２
０
１
０
年

10
月
、
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
生
物
多

様
性
条
約
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）

に
お
い
て
、
東
山
地
区
の
事
例
が
発
表

さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
国
連
大
学

が
調
査
に
入
っ
た
り
、

世
界
に
知
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
12
年
４
月
、

世
界
農
業
遺
産
認
定
に

向
け
取
り
組
み
を
開

始
、
13
年
５
月
、
世
界

農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ

た
。こ

の
よ
う
に
、
世
界

農
業
遺
産
認
定
は
掛
川

市
が
出
発
地
点
だ
っ

た
。
地
域
ぐ
る
み
で
茶

草
場
に
取
り
組
ん
で
い

た
か
ら
だ
。
掛
川
市
は

茶
草
場
面
積
が
圧
倒
的

に
多
い
（
表
１
参
照
）。

認
定
茶
草
場
面
積
は
２

４
２
ha
も
あ
る
。
東
山

地
区
だ
け
で
見
れ
ば
、

茶
園
１
５
０
ha
に
対
し
て
茶
草
場
１
１

０
ha
と
、
そ
の
７
割
の
面
積
の
茶
草
場

が
あ
る
。
茶
草
の
“
投
入
量
”
は
、
10

ａ
当
た
り
６
０
０
㎏
で
あ
る
。

東
山
で
は
、
集
落
共
同
製
茶
工
場
の

ル
ー
ル
で
、
茶
草
を
導
入
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。「
あ
な

た
入
っ
て
い
な
い
よ
、
い
つ
ま
で
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
よ
」
と
声
が
か
か
る
。

集
落
の
内
部
統
制
で
あ
る
。「
品
質
を

高
め
よ
う
」
と
い
う
意
識
が
あ
る
か
ら

だ
。
違
反
者
は
「
村
八
分
」
の
リ
ス
ク

が
あ
る
。
他
地
区
は
こ
こ
ま
で
は
で
き

な
い
。

当
然
、
茶
草
場
農
法
実
践
者
に
与
え

ら
れ
る
認
定
シ
ー
ル
の
取
得
農
家
も
多

い
。
茶
草
場
面
積
が
茶
園
面
積
比
50
％

以
上
の
農
家
に
与
え
ら
れ
る
「
三
葉
」

マ
ー
ク
の
農
家
が
14
人
も
い
る
（
二
葉

７
人
、
一
葉
11
人
、
計
32
人
）。

東
山
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
力 

全
国
茶
品
評
会
「
深
蒸
し
煎
茶
」
部

門
で
、
東
山
地
区
３
工
場
は
常
に
上
位

に
入
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
町
村
単
位

で
与
え
ら
れ
る
「
産
地
賞
」
で
は
、
掛

川
市
は
通
算
22
回
も
受
賞
し
た
（
昨
年

も
第
１
位
）。
も
ち
ろ
ん
、
茶
の
品
質
の

高
さ
に
与
え
ら
れ
る
賞
で
あ
る
。
茶
草

場
農
法
の
効
果
で
あ
ろ
う
か
。

東
山
の
荒
茶
価
格
は
、
ダ
ン
ト
ツ
だ
。

荒
茶
で
１
㎏
２
０
０
０
円
、
主
流
で
１

０
０
０
円
。
先
述
の
菊
川
市
「
倉
沢
園
」

の
堀
さ
ん
に
よ
る
と
、「
東
山
の
茶
は
別

格
」
と
い
う
。
茶
問
屋
の
評
価
も
圧
倒

的
に
高
い
よ
う
だ
。

お
茶
の
品
質
は
ど
こ
か
ら
来
る
か
、

集
ま
っ
た
６
人
に
質
問
し
た
。
話
し
合

い
を
集
約
す
る
と
、「
生
葉
７
～
８
割
、

製
茶
２
割
」
で
あ
る
。
川
根
茶
の
土
屋

さ
ん
と
同
じ
答
え
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
か
、

ワ
イ
ン
と
同
じ
で
あ
る
。

「
東
山
茶
」
の
高
い
ブ
ラ
ン
ド
力
の
要

因
は
何
か
。
田
中
代
表
「
第
１
に
品
質

の
安
定
。
第
２
は
土
壌
と
気
候
が
良
い
。

第
３
は
日
常
の
管
理
が
行
き
届
い
て
い

る
」。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
茶
草
場
農
法

の
効
果
だ
。
茶
草
の
効
果
は
土
づ
く
り

で
あ
り
、
土
壌
の
腐
植
含
有
量
を
高
め
、

団
粒
化
を
促
し
、
保
水
力
、
保
肥
力
を

高
め
る
。
そ
れ
が
品
質
の
高
い
お
茶
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
茶
草
の
効
果
は
大

き
い
。

経
済
効
果
だ
け
は
な
い
。
茶
草
場
は

絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
カ
ケ
ガ
ワ
フ
キ
バ

ッ
タ
な
ど
の
珍
し
い
昆
虫
・
動
植
物
が

た
く
さ
ん
共
存
し
て
い
る
。
茶
の
取
引

価
格
に
反
映
さ
れ
な
い
「
外
部
効
果
」

も
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
生
物

多
様
性
以
外
に
も
強
調
さ
れ
る
べ
き

は
、
炭
素
貯
留
効
果
で
あ
る
。
茶
草
場

の
優
占
種
で
あ
る
ス
ス
キ
は
、
炭
素
固

写真2：茶文字の里（掛川市東山）

茶文字は昭和７年（1932年）に地元の人たちの提案で植栽されたもので、130ｍ四方の
大きさ。「茶」の文字は当初、松の木を植えて作られていたが、1988年に松くい虫の被害
にあい、現在は２代目の檜である。茶の樹ではない。
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定
能
力
が
高
い
。
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
力
は

森
林
の
樹
木
の
６
倍
と
い
わ
れ
る
。

㈱
茶
文
字
の
里
東
山
は
、
売
店
「
東

山
い
っ
ぷ
く
処
」
を
経
営
。
こ
だ
わ
り

の
東
山
茶
で
お
客
様
を
お
も
て
な
し
し

て
い
る
。
地
元
で
採
れ
た
野
菜
・
果
物
・

山
菜
な
ど
も
売
っ
て
い
る
。
粟
ヶ
岳
山

頂
に
レ
ス
ト
ラ
ン
も
開
店
し
、
こ
の
両

店
で
常
時
５
人
雇
用
し
て
い
る
（
延
べ

人
数
30
人
）。

世
界
農
業
遺
産
認
定
は
大
き
な
効
果

を
も
た
ら
し
た
。
粟
ヶ
岳
（
５
３
２
ｍ
）

は
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。

以
前
は
登
山
客
は
い
な
か
っ
た
が
、
認

定
後
は
駐
車
で
き
な
い
く
ら
い
ク
ル
マ

が
増
え
た
。
茶
文
字
の
里
へ
の
来
客
数

は
、
17
年
度
４
万
１
２
０
９
人
が
、
20

年
度
８
万
８
７
５
９
人
に
。
売
上
高
は

１
３
０
０
万
円
か
ら
３
３
０
０
万
円
に

増
え
た
。

茶
草
場
農
法
は
、
世
界
農
業
遺
産
認

定
を
通
し
て
、
東
山
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
を

高
め
、
売
れ
行
き
に
つ
な
が
り
、
希
少

動
植
物
の
生
息
の
場
を
与
え
生
態
系
を

保
全
、
ま
た
、
地
域
の
雇
用
創
出
効
果

も
大
き
い
。

も
の
に
高
値
が
付
き
、
時
間
の
経
過
と

と
も
に
価
格
は
下
が
る
。
一
番
茶
の
摘

採
時
期
は
種
子
島
・
屋
久
島
が
３
月
、

鹿
児
島
茶
の
知
覧
は
３
月
末
か
ら
４
月

上
旬
。
こ
れ
に
対
し
、
静
岡
は
４
月
中

旬
～
５
月
中
旬
で
あ
る
。
鹿
児
島
有
利

で
あ
る
。

シ
ー
ズ
ン
の
初
め
が
高
く
、
時
期
が

遅
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
相
場
は
下
が

る
。「
初
ガ
ツ
オ
」も
然
り
で
あ
る
。「
美

味
し
さ
」
よ
り
も
「
初
物
」
か
ど
う
か

が
問
題
で
あ
る
。「
初
物
を
食
べ
る
と
長

生
き
す
る
」
と
い
う
日
本
の
食
文
化
の

影
響
で
あ
ろ
う
。
品
質
で
は
な
く
発
売

時
期
の
早
さ
で
決
ま
る
。
こ
の
価
格
形

成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
下
で
は
、
茶
草
場
農

法
と
い
え
ど
も
不
利
に
な
る
。

健
康
の
時
代
、機
能
性
を
売
れ

例
え
ば
米
国
に
「
初
物
」
信
仰
は
あ

る
だ
ろ
う
か
。
輸
出
市
場
で
は
、
カ
テ

キ
ン
等
の
機
能
性
成
分
等
へ
の
評
価
が

前
面
に
出
て
、
静
岡
茶
の
不
利
は
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

お
茶
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
、
変
化
の
波
が

現
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
お
茶
は
機
能

性
食
品
で
あ
る
。
が
ん
、
高
血
圧
症
予

防
に
有
効
と
さ
れ
る
カ
テ
キ
ン
や
ビ
タ

ミ
ン
Ａ
・
Ｃ
・
Ｅ
が
多
く
含
ま
れ
、
健

康
機
能
効
果
が
高
い
。「
美
味
し
い
」
を

売
る
か
、「
機
能
性
」
を
売
る
か
。
消

国
内
需
要
の
減
退
に
伴
い
、
茶
の
国

内
生
産
は
２
０
１
０
～
20
年
の
間
に
17

％
も
減
少
し
た
。
価
格
は
一
番
茶
の
場

合
、
40
％
も
下
落
し
た
（
荒
茶
、
普
通

煎
茶
）。
過
剰
供
給
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
輸
出
は
こ
の
10
年
で

２
２
３
２
ｔ
か
ら
５
２
７
４
ｔ
に
増
え

た
（
２
・
４
倍
）。
明
治
期
、
茶
の
輸
出

が
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
が
、
今
後
、

再
び
輸
出
が
救
世
主
に
な
る
こ
と
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

現
在
、
生
産
に
占
め
る
輸
出
の
比
率

は
１
割
弱
で
あ
る
が
、
10
年
後
、
今
の

よ
う
に
輸
出
が
伸
び
れ
ば
輸
出
量
は
３

倍
近
く
と
な
り
、
輸
出
比
率
は
２
割
に

費
喚
起
に
は
発
想
の
変
化
が
必
要
か
も

し
れ
な
い
。そ
う
な
れ
ば
、生
産
現
場
も
、

ケ
ミ
カ
ル
多
投
の
慣
行
農
法
に
修
正
を

迫
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
国
内
市
場
の
縮

小
に
伴
い
、
市
場
原
理
が
茶
ビ
ジ
ネ
ス

を
変
え
て
い
く
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。
世

界
に
つ
な
が
る
こ
と
が
、
茶
産
地
を
変

え
る
。

機
能
性
へ
の
着
目
が
高
ま
れ
ば
、
国

内
需
要
の
喚
起
も
期
待
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。

お
茶
と
同
じ
く
、
伝
統
的
な
日
本
食

の
お
友
達
に
「
梅
」
が
あ
る
。
梅
は
「
美

味
し
さ
」
で
は
な
く
、「
機
能
性
」
を

売
っ
て
い
る
。
お
茶
は
美
味
し
さ
と
機

能
性
の
両
方
を
持
っ
て
い
る
が
、
も
っ

と
「
機
能
性
」
を
売
っ
た
方
が
い
い
の

で
は
な
い
か
（
バ
ラ
ン
ス
修
正
）。
流
通

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
茶
商
（
製
茶

工
場
）
は
必
ず
し
も
積
極
的
で
は
な
い
。

競
争
戦
略
上
、「
美
味
し
さ
」
は
製
品

差
別
に
つ
な
が
る
が
、
機
能
性
は
皆
共

通
で
あ
り
競
争
の
武
器
に
な
り
得
な
い

か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

消
費
の
減
退
ト
レ
ン
ド
を
緩
和
す
る

た
め
に
は
、「
健
康
食
」
で
あ
る
こ
と
を
、

も
っ
と
強
調
し
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ

る
。
企
業
戦
略
で
は
な
く
産
業
と
し
て

の
戦
略
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
輸

出
市
場
は
先
に
そ
う
な
っ
て
い
る
。
新

し
い
リ
ー
ダ
ー
の
出
現
が
待
た
れ
る
。

上
昇
、
そ
し
て
次
の
10
年
で
３
割
に
な

ろ
う
。

輸
出
向
け
は
、米
国
等
に
お
け
る
“
健

康
志
向
”
の
高
ま
り
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
が
、
農
薬
使
用
の
場
合
、
輸
出
で

き
な
い
国
も
あ
る
。
現
状
で
は
、
茶
農

家
は
ま
だ
従
来
の
防
除
体
制
に
こ
だ
わ

っ
て
い
る
が
、
国
内
市
場
が
縮
小
し
、

輸
出
市
場
が
成
長
を
続
け
生
産
の
２

割
、
３
割
を
占
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

“
有
機
栽
培
”
に
シ
フ
ト
す
る
農
家
が

増
え
る
の
で
は
な
い
か
。
慣
行
農
法
の

見
直
し
が
進
む
と
思
う
。

も
う
一
つ
の
問
題
は
価
格
形
成
で
あ

る
。
お
茶
の
価
格
は
発
売
時
期
の
早
い

茶
畑
に
世
界
の
風
が
吹
く
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